
令和６年度第１回 県立病院経営委員会 議事概要 
 

１ 日 時 令和６年９月 18日（水）17:00～18:30 

 

２ 場 所 新潟県庁 14階 1401会議室 

 

３ 出席委員 別紙「出席者名簿」のとおり 

 

４ 主な意見等 

議題（2）令和５年度決算と経営改革の考え方・方向性 

議題（3）経営改革の取組 

 

 ①経営的な視点からの意見 

・ 医業収益は増加しているが、それ以上に経費が増加しており、診療報酬が諸物価の高騰

に連動していないという問題がある。 

・ 診療報酬の加算がどのぐらい取れているのかを把握し、請求漏れが無いか確認する必要

がある。診療報酬の加算や未収金の徴収を 10 円でも積み重ねていかないと経営改善は

成り立たない。診療報酬のルールに則って最大限の利益を上げるように、専門家を入れ

たうえで、病院局主導で行ってもらいたい。 

・ 令和５年度の赤字は構造的な問題である。医療機関がコロナ対応を継続している最中に

国はコロナ関連補助金を打ち切った。県はその手当をしなかった。そのため、感染者受

け入れのための経費の負担は医療機関に降りかかった。政策経費を確認しその負担につ

いて議論する必要がある。 

 

・ 経営のダイナミズムの中で収益を獲得するために投資された財貨が費用なのであって、

あるいは事業目的を達成するために投資された財貨を費用というのであって、その費用

が的確に収益と繋がっているのか、的確に政策と繋がっているのかという評価がなされ

ないまま費用を抑制してしまうと、収益が減少する可能性、医療目的が達成されない可

能性がある。 

 

・ 外来患者数、入院患者数は延べ患者数を指標として使用しているが、平均在院日数が短

くなり、医学の進歩で、従来入院だった患者を外来で診る傾向がある中で、どれだけの

県民を助けたかという実患者数が意味を持つのではないか。 

 

・ 方向性を定めるうえでは、患者数の減少の原因を解明することが非常に重要で、他県の

状況、同じような公的病院や民間の病院の状況も含めてよく吟味すべき。 

 

・ 経営改革推進チームの中に、経営学、会計学、医療経済学、管理会計に関係する専門家

を入れて、経営改善へ向けた将来のストーリーを描く必要がある。 

 

 

 



 

②機能・規模の見直しについての意見 

・ 福祉保健部としては、上越の医療再編について、また、がんセンター、精神医療センタ

ーの専門病院のあり方について、どういった機能を持たせるかといった観点からも一緒

に考えていきたい。 

・ 全県立病院の機能・規模の適正化の方針決定を令和７年度末までに関係者調整を進める

とあるが、もう少し早められないか。当然、丁寧な説明やヒアリングは必要だが、もっ

とスピード感を持って取り組んでほしい。 

③厚生連との連携についての意見 

・ 厚生連との連携の取り組みについて、メルクマール（プロセス指標）になるようなとこ

ろを優先的に調整して、公表あるいは計画で早期に盛り込めないか。 

 

④経営の底上げについての意見 

・ ２交代制の試行は、大変画期的なことだが、２交代制が必ずしも夜勤手当の削減、人員

削減等による経費削減の直接的な手段にならない。また、２交代制に反対という方、長

時間夜勤が身体に与える影響等もあるが、若年層に関しては２交代体制によって私的な

時間も作りたい考えを持っているので、２交代の勤務時間数も含め、慎重に判断してい

ただきたい。 

・ 各病院職員の意識改革が重要であり、経営改善戦略をトップダウンで全職員へ伝え、ボ

トムアップで現場から改善計画戦術をあげていく取組が必要。 

 


